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主な内容

　令和４年７月、天草市内の海水浴場で浮き輪
に乗り遊んでいた女子児童が、風にあおられて
沖へ流されました。一緒に来ていた家族が助け
られずに困っていたところ、その場に居合わせ
た寺本さんが泳いで救助に向かい、無事助ける
ことができました。
　この寺本さんの尊い命を救った的確な勇気あ
る行動に対し、消防本部から功労者としての表
彰状を贈呈しました。

寺本清空さん（前列右から２人目）

人命救助に伴う功労者表彰を行いました!



　令和４年７月19日（火）に開催された第３回臨時会で、次の議案について審議され、原案のとおり
可決されました。

●計量台では急発進、急停止しないでください。
　計量台が揺れてしまうと正確な計量ができず、機器故障の原因となります。

●清掃センター内は徐行（15㎞/h以下）してください。

●受入時間内での搬入をお願いします。
　月～金曜日：午前８時45分～ 12時、午後１時～４時
　 （土・日曜、祝日は搬入できません。）
　毎月29日、30日、31日は処理機械の点検のため燃やせないごみの持込みは禁止です。

●市や町から配布される『ごみ出しカレンダー』を見て、必ず分別してから持込むよう
にしてください。

　・清掃センター内で分別作業をすると混雑の原因となります。
　・トラックで持込む方は、荷台をシートで覆うなど、ごみが飛び散らない
　　ようにしてください。
●清掃センター内では危険防止のため係員の指示・誘導に従ってください。

●令和４年度天草広域連合一般会計補正予算（第２号）

令和４年 第３回天草広域連合議会臨時会

　令和４年８月10日（水）に開催された第４回定例会で、次の議案について審議され、原案のとおり
可決されました。

　近年、搬入車両が増加していることに加え、現在、本渡地区清掃センター
では新ごみ処理施設建設に伴う工事を実施しており、かなりの混雑が予想さ
れます。できるだけお住まいの地区のごみステーションを活用ください。

　清掃センターを安全にスムーズに利用していただくため、持込みをされる場合は次の
ルールを守っていただくようお願いします。

●天草広域連合附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について

令和４年 第４回天草広域連合議会定例会
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清掃センターを利用する方へのお願い



全国消防救助技術大会に出場しました!全国消防救助技術大会に出場しました!
　８月26日に東京都立川市で行われた、全国消防救助技術大会に天草広域連合消防本部か
ら、陸上の部３名（１種目）水上の部５名（２種目）の計８名の隊員が、九州ブロック代
表として出場し、それぞれ訓練の成果を十分発揮しました。
　全国消防救助技術大会は、日本全国から選び抜かれた救助隊員が一堂に会し、陸上の部
８種目、水上の部８種目に分かれて、日頃鍛え抜いた消防救助技術
を競い合う大会で、今年で第50回大会を迎えます。
　これからも訓練を重ね、技術を高め、今後の救助活動にも活かし
ていきます。

3 架け橋

  陸上の部

  水上の部
ほふく救出訓練

溺者搬送訓練（平田班）

基本泳法訓練 溺者搬送訓練（江浦班）

▲

種　　目：ほふく救出
　出場隊員：松本貴裕、松本理央、岩﨑圭亮
※ほふく救出とは、ビルや地下街等で煙に巻かれた
　人を救出するための訓練です。

▲

種　　目：溺者搬送（２チーム）
　出場隊員：平田光、坂本直人
　　　　　　江浦来幸、渡邉清楓
※溺者搬送とは、溺れた要救助者を泳いで救助する
　訓練です。

▲

種　　目：基本泳法
　出場隊員：野田拓海
※基本泳法とは、常に顔が水面に出た状態で、水難救
　助の基本的な泳法を習得するための訓練です。

隊員紹介



消防法令に基づいて
設置されている

旧規格消火器は

適応火災のマーク部分を
確認してください

ご家庭には、「住宅用消火器」を設置してください

※旧規格の消火器を設置されている場合
　新規格の消火器への取替えが必要となります

2022 . 10 4再生紙を使用しています。

天草広域連合 〒863-0001 熊本県天草市本渡町広瀬1687番地2
TEL：0969-24-3188
FAX：0969-24-2726
HP  http://amakusa-kouikirengo.or.jp/

2022年１月１日以降
設置は認められません
2022年１月１日以降
設置は認められません

　天草消防管内の各消防署・分署が、昨年調査し把握できている「消防法令に基づいて設置されている
消火器」の中で、現在も旧規格の消火器が設置されているところが数多くあります。交換には費用もか
かりますが、旧規格消火器を使用しての事故を防ぎ、適正に維持管理されることにより、防火対象物の
利用者及び関係者が安心できるよう新規格の消火器へ取替えをお願いします。
（注：把握できている防火対象物の関係者へは、取替えの指導・説明を行っています）

　古くなった消火器、傷や錆びて腐食している消火器、不要になった消火器をお持ちの場合、不法投棄
や老朽化による事故を防ぐため、購入された店舗またはお近くの消火器販売店へ連絡してください。

●住宅火災に適した消火器として開発された蓄圧式消火器で、誰でも簡単に操作できます
●本体の色は、メーカーによりいろいろなものがあります
●使用期間または使用期限が表示されています
●住宅用消火器は、薬剤の詰替えができない構造になっています
●住宅用消火器には、ホース付きのものもあります。使用方法を確認してください

住宅用消火器とは

消火器のリサイクル

【住宅用消火器の適応火災表示例】
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